
【練習問題１　解答例】

解答の一例を示す。
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部品図は物を作るための図面である。
　・作る人が計算して間違えないように
　・作る人が寸法が多く入り過ぎて、どこの寸法を守ればいいのか迷わないように
　・製作する工程の寸法が、ある程度かたまった（関連付く）位置にあると、作業者は図面を理解しやすい。
組上げたときに精度が必要となる部分には公差を入れる。
運搬等を考え最大寸法を入れる。

一般的なモノづくりの順番に従い寸法を入れていく。

（１）材料取り
　　・板材から材料を溶断で切り出す寸法を入れる。
　　・板厚は市販されている板から選ばないと、
　　　わざわざ厚みを削ってから溶断しないといけなくなり
　　　高価になる。

（２）溶接
　　・作業者が計算しなくても溶接したい位置に
　　　板を置けるように寸法を入れる。
　　　置いたところで点付け溶接する。
　　・溶接位置を示す寸法は、この段階では、
　　　まだ面加工がされていないので、
　　　面加工された面からは出さない。
　　・溶接時の変形を抑えるため、各部品を
　　　点付けした後に本付け溶接するので
　　　本付けの時に溶接のトーチが入るように
　　　工夫する。

（３）焼鈍
　　・溶接で生じる内部応力を除去するために
　　　焼鈍を行う場合は、その指示を書いておく。

（４）面加工
　　・溶接された部位から測れる寸法で、面加工の
　　　指示をする。
　　・加工記号▽は面加工のための寸法補助線に
　　　入れると加工者は寸法を探しやすい。

　　　　　回答例では～1部品も、～2部品も板厚が
　　　　15ｍｍになるように削る指示をしている。
　　　　ここを守ると全長の135や215は守れなくなる
　　　　ので（　）寸法にして、作業者が何を守って
　　　　加工すべきか迷わないようにしている。
　　　　　もし、135や215に（ ）が付いていなかったら
　　　　作業者は板厚15が必要なのか、全長が
　　　　必要なのかがわからず、問い合わせが来るか
　　　　適当に加工されてしまう。



（５）精度が必要な穴加工
　　・位置精度が必要な穴（H7穴）、精度が不要な穴と
　　　あけていく。
　　・精度が必要な穴の位置を決めるために基準を明確に
　　　して、そこから寸法を入れる。
　　・寸法の入れ方で加工順番も指示できる。

（６）精度が不要な穴加工
　　・精度が不要な穴も、基点を決めて、そこから寸法を
　　　入れる。

・製作の各工程で見る寸法が違う。
・各工程で見る寸法は、関連付けて入れられると
　図面をあちこち見ないで済むので、
　図面を理解する時間も少なく、ミスも少なくなる。

（７）機能的に必要な寸法・公差が入っているか確認する。
　　・この部品は部品と部品をつなぐ部品なので
　　　つなぐ位置関係寸法精度が重要である。
　　・部品同志の結合部のノックピンのピッチは精度が
　　　出ていないと打ち込めないので重要である。

（８）最後に最大寸法が入っているか確認する。


